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流通・通

　※注記　最低資本金の特例制度について 
 

　会社設立のために最低必要な資本金は、有限会

社３百万円、株式会社１千万円となっています。しかし、

平成１５年２月、新事業創出促進法が改正されました。

このなかで、資本金が最低額に満たない会社でも、

以下の処置により設立手続きができる特例（最低資

本金規制特例）が制定されました。 

　特例制度の主な内容は以下のとおりです。 

対 象 者：　これまでに事業を営んでいない個人が2ヶ
月以内に会社を設立する場合で、その会
社を通じて事業を開始する具体的な計画
を有する場合です。 

対象の形態：　有限会社、または株式会社を設立する場
合に適用されます。 

申請期間：　受付は平成15年2月から平成20年3月
31日までです。 

申 請 先：　岩手県（東北地方）の場合は、仙台市
にある東北経済産業局になります。 

 

最低資本金特例を受けた会社の義務と形態変更 
の特例：　　本特例を受けた会社は、会社設立後５年

以内に最低資本金（有限会社3百万円、株
式会社１千万円）を満たす資本金を用意し
なければなりません。これができない場合は、
会社は解散となりますが、特例により合名
会社または合資会社などの形態に変更す
ることもできます。（特例を受けた株式会社
の場合は、資本金が3百万以上あれば、有
限会社への形態変更も認められます。） 

　申請手続きは、定められた書類を経済産業省（東

北の場合は仙台市にある経済産業局）に直接提出し

てください。（郵送可） 

　なお、事業計画の内容が不十分と判断されれば、

特例が認められない場合もあります。 

　申請方法に関する説明資料は当センターでも配布

していますが、経済産業省のホームページでもご確

認いただけます。 

URL 

http://www.meti.go.jp/policy/mincap/index.html 

 

　なお、本制度が適用されても、会社の登記手続に

要する諸費用は従来と変わりません。 

　事業を始めたいと思ってます。会社と

して法人を設立するのと、個人事業とし

て始めるのではどちらが良いでしょうか。 

 

　個人事業と法人事業の違いを以下に整理し

てみます。 

 

■　個人事業 
　　メリット ・　開業時の費用・手続きが少なくて済む。 
 ・　開業後の手間も簡便に済む。 
　　デメリット ・　法人に比べ、信用力が劣る。 
 ・　まとまった事業資金が集めにくい。 
 ・　儲け（所得）が多いと、累進課税が課

される。 

■　会社事業（法人） 
　　メリット ・　個人に比べ、銀行や取引先などに対

する対外的な信用が高い。 
 ・　求人面でも、個人事業よりは有利とな

る。 
 ・　儲けが多くなっても、一定の税率で済

む。 
　　デメリット ・　設立までの手続きが複雑で面倒であ

る。 
 ・　事業開始時に資本金が必要である。

（※注記参照） 

　以上のように、それぞれにメリット・デメリットがありま

すが、最大のポイントは、「これから始めようとする事
業が、法人である必要があるかどうか」です。 

　次のような場合には、法人を選択したほうが良いでしょう。 

・　法人であることが、取引先との取引条件である場合 

・　事業開始当初から、多額の資金が必要と見込まれ

る場合 

・　事業開始当初から、（多くの）従業員を雇う予定が

ある場合 

・　事業開始当初から、ある程度の利益が見込まれ、以

後も、事業拡大していく場合 

　以上のような基準を参考に、事業形態を決定してく

ださい。 

 

　会社を設立するにはどのような手続

きが必要ですか。 

 

　会社設立手続の流れは、会社の種類によっ

て若干異なります。 

　ここでは株式会社を例にとって説明します。 

　最初に決めておかなければならない事項がいくつか

あります。 

　それは、「会社名」、「本店所在地」、「資本金の額」

（※注記参照）、「出資者と出資割合」、「事業目的」、「決

算期」、「役員」です。 

　これらの事項は、会社設立の手続を司法書士等に

依頼する場合であっても自分で決めておかねばならな

いものです。なお、会社名については、候補を３つほど

考えておく方がいいでしょう。 

　次に、会社設立の手続ですが、会社設立の流れは

次のようになります。 

・　類似商号の調査 

・　役員・出資者の印鑑証明取得、会社の代表印の

作成 

・　定款（会社の商号・事業目的などの重要決定事項

を記載した書類）の作成 

・　定款の認証 

・　出資金の払込、保管証明書の取得 

・　創立総会の開催（総会において、取締役・監査役を

選任） 

・　設立登記（申請書類作成・登記申請） 

 　上記の中で、「類似商号の調査」と「定款の作
成（とくに事業目的の記載）」が事業を営む上で

重要なポイントとなります。 

 　設立手続きはかなり煩雑ですが、これらの重要ポイ

ントをきちんと押さえておけば、司法書士に依頼しな

いで自分で手続きすることも可能です。しかし、スムー

ズに手続きを進めるためには司法書士などの専門家

に相談することをお勧めします。 

　 

　なお、開業しようとする業種によっては許認可手続き

や各種届出が必要な場合もあります。これらに関しまし

ては当センターの「創業者ハンドブック」に詳細を記載

してありますので、そちらを参考にしてください。 

悪い 
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かなり悪い かなり悪い 

普通 普通 
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◆　天気図は、「下請中小企業経営動向調査」結果並びに下請取引あっせん業務の窓口から見た生産状況、収益性を総合的にとらえたものです。 

◆　『精密板金』『表面処理』については『金属製品』に取りまとめています。 

 

（対象期間　平成15年1月～3月） 

かなりいい いい 普通 悪い 

業種加工内容 

【繊維・繊維製品】 

【合成樹脂製品】 

【鋳　　造】 

【鉄骨・製缶】 

【機械加工】 

【プレス・金型】 

【金属製品】 

【組　　立】 

ポ イ ン ト  現況 見通し 

かなり悪い 

業種別下請関連企業の 
現況と見通し 

　今期「売上が増加した」は19％から25％に微増となっているものの、「利

益が増加した」は14％（前期は15％）と低い水準で推移している。「受注単

価が値上りした」も６期連続で0となっており、海外製品との競合により

利益の確保がますます難しくなっている。コンビニや一部の量販店向け

の縫製品が好調である。 

　「操業度100％未満」が52％から65％に増加しており、生産余力を生

じている企業が増えている。一方、「売上が増加した」の38％は３期連続

で変わらず、好調・不調の企業がはっきりしてきた。自動車部品（特に特殊

成形品）及び携帯電話部品が好調である。 

　「受注単価が値下がりした」が50％から69％に増加し、全業種中最多と

なった。さらに「売上が減少した」が36％から44％に、「利益が減少した」

が31％から44％に増加しており、業況悪化が著しい。これに加えて原材

料が値上がりしており、状況はいっそう厳しくなることが予想される。 

　「売上が減少した」が60％、「利益が減少した」が67％で全業種中最多で

ある。「受注単価が値下がりした」も59％から67％と依然として増加傾向

にあり、公共事業の縮小による需給バランスの崩壊という構造的要因が

業界全体を覆っている。「業界全体が下向き」も74％で全業種中最多であ

り、将来についても悲観的な見方が多い。 

　「操業度100％超」が36％から57％に増加し、全業種中最多となった。

「売上が増加した」が14％→29％→36％、「利益が増加した」が11％→

24％→28％と、ともに２期連続で増加しており、業界全体としては上昇

傾向にあると言える。業界別では自動車関連が相変わらず好調である一方、

半導体関連は発注企業・加工品目等によってバラつきが見られる。 

　「売上が増加した」が36％で４期連続の増加、「利益が増加した」も32％

で２期連続の増加となっている。しかし、「業界全体が上向き」が14％か

ら0に減少する一方で「下向き」が36％から60％に増えており、今後につ

いては厳しい見方をしている企業が多い。前期同様、狭ピッチコネクタを

はじめとする精密金型の企業が好調である。 

　「売上が増加した」が46％から41％に微減となったものの、依然として

全業種中最多である。「利益が増加した」も29％から36％に増加しており、

全体的に明るさが見られる。精密板金では新紙幣対応型のＡＴＭやアミ

ューズメント関連に動きが見られ、表面処理では一部の自動車関連が好

調である。 

　「売上が減少した」「利益が減少した」がそれぞれ49％から57％、57％

から66％に増加し、前期までの上昇傾向から一転して厳しい状況となっ

ている。「操業度80％未満」の40％は全業種中最多であるが、その多くは

発注企業の海外シフトの影響を受けた労働集約型の企業である。 

 お問合わせ先 取引支援課 TEL 019-621-5385　FAX 019-621-5480 
  URL http://www.joho-iwate.or.jp/torihiki/　E-mail sitauke@joho-iwate.or.jp
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